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肺癌研究施設第 1臨床研究部 山 口 豊，藤沢武彦
肺癌研究施設の創設は昭和三十四年四月第 1臨床研究
部門の設置から始まる。すなわち本研究部の歩みは，肺
癌研究施設の創設から現在に至る歴史でもある。肺癌と
いう一つの臓器癌を研究対象とする本研究施設は昭和三
十二年医学部から文部省に設置申請が行われたが，正式
に設置されたのは昭和三十四年四月であった。肺癌研究
施設が設置されるについては，本学第 1外科学教室にお
ける故河合直次名誉教授の肺結核外科から始まり，日本
における肺癌研究の礎石を築き上げられたご努力に負う
ところが甚だ大きい。施設発足の時点では，河合教授は
退官されていたが香月教授(前本学々長)を中心とし
て，肺癌という一つの研究目標に向って連日鋭意努力が
なされた。創立当初においては病床もなく，外来もな
く，また機器なども皆無で、あったことから，研究目標は
必然的にそれまでに蓄積されていた切除肺，剖検肺と胸
部レ線所見との対比に向けられた。胸部レ線の陰影を解
析する眼は，それまでの肺結核像から肺癌をいかに区別
していくかを切除肺の肉眼的並びに病理形態学的所見の
うらづけにより確実に向上していった。この研究は末梢
型早期肺癌のクライテリアの確立へと展開していった。
一方病床は昭和38年 1月現在の医学部本館裏に存在し
た木造の建物からスタートした。この病床で第 1号の肺
切除を行った肺癌例は手術後10年に全身転移で死亡した
が，この症例は手術時すでに切除肺内に微小転移巣がみ
られた。この症例に対して術後 3年に亘る化学療法が施
行され，この制癌剤投与法が肺癌患者の予後を延長する
可能性が示され，その後当施設創案による術後長期間歌
化学療法，いわゆる肺研方式の確立の第 1歩を記すこと
となった。さらに診断面においては堀江(現独協医大胸
部外科教授)は気管支鏡の開発ならびに気管支内生検に
関する研究に着手し，患者の苦痛を出来るだけ少なくし，
また肉眼的診断のみならず種々の機能的検査も施行可能
な全身麻酔下気管支鏡の機器および手技を開発した。そ
の後世界に先がけて気管支ファイパースコープの開発へ
と展開していったことは周知の事実である。堀江はこの
業績が認められ，昭和48年4月新設された独協医大胸部
外科教授に着任した。また肺癌の早期診断・早期治療の
研究には癌化の初期変化の検討が必要との考えから，多
くの発癌に関連する研究が行われ，さらに肺癌細胞の形
態学的検討も積極的に施行された。
昭和52年4月には千葉大学長に選出された香月秀雄教
授の後任として山口 豊が教授となり，それまでの教室
の伝統に加えて，さらに新しい教室作りと研究態勢の確
立を開始した。肺癌の治療面においては外科療法の適応
の拡大と従来の長期間歌化学療法の考え方を継承しつつ
も，その利点を残し欠点を出来るだけ除くべく，ヌード
マウスおよび invitroにおける制癌剤感受性テストによ
る検討をもとに選択薬剤および投与間隔の変更を行い，
さらに藤沢が米国カリフオノレニア州 Cityof Hope Me-
dical Cen terにおいて研究を開始したヒト末梢白血球よ
り抽出したトランスファー・ファクタ}による免疫療法
を施行し比較的早期例に有意の術後再発の抑制並びに生
存率の向上がみられており内外の注目を集めている。
術後管理においても近年人工呼吸器の改良，使用法の
向上や適応の進歩により，また昭和53年 3月より新病院
の開院とともに，それまでの木造で暖房や冷房の設備の
全く不完全であった旧病床よりようやく近代的な機能を
備えた新病院の 6階にその診療を開始することができ，
当院における ICUの開設とも伴って，特に高齢者や低
肺機能症例の手術適応は急速に拡大した。また術後管理
が困難な場合が多くみられた重症筋無力症の外科療法に
関して当院神経内科と共同でプレドエン隔日大量投与と
胸腺全摘出術の方法を検討中であるが，この方法は術後
管理も極めて容易であり，かっ長期予後をみても良好
で，重症筋無力症に対する有力な治療法として確立した
いと考えている。
一方肺癌の診断面においても伝統の気管支ファイパー
スコープによる診断率は極めて高率となり，特に末梢発
生の小型肺癌の診断率も急速に向上し，機器の充実とも
ともなって総合的な肺癌の診断治療体系は次第にゆっく
りではあるが確実に理想に近づきつつある。
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